
Ⅴ.HOPEプロジェクト

日本学術振興会先端研究拠点事業 ITOPE

HOPEプロジェクト(｢人間の進化の丑長籾的起軒｣

の研究)は,日本学術振興会先的研兜拠点耶菜として

2004年2月 1日から開始され,2009年3月31日に終了

した.先端研死拠点叫業とは,我が国と枚数の学術先進

諸国における先端研究拠点間の交流を促進することに

より,国際的な先端研究ネットワークを構築し,戦略的

共同研究体制を運営するものである.HOPEプロジェク

トは,平成 18年度より事業計画を r国際戦略型｣に移

行し,平成 20年度まで,継続的して活発な国際共同研

究システムとして機能してきた.

1先端研究拠点事業HOPEの事業計画

独立行政法人･日本学術振興会 (JSPS)は,学術の

国際交流に関する諸事業の一環として,我が国において

盃点的に研究すべき先端分野における,我が国と複数の

学術先進諸国の中核的研究拠点をつなぐ持続的な協力

関係を確立することにより,21世紀の国際的な先端研

究ネットワークを形成し,それを戦略的に運営すること

を目的とした事業を平成 15年秋に開始した.これが先

端研究拠点事業と呼ばれるものである.対象分野は,戟

が国の各学術領域において先端的と認められる分野で

あり,かつ,交流相手国においても先端的と認められて

いる分野である.なお,共同事業の対象国は,米国,カ

ナダ,オーストリア,ベルギー,フィンランド,フラン

ス,ドイツ,イタリア,オランダ,スペイン,スウェー

デン,スイス,英国,オーストラリア,ニュージーラン

ドの 15ヶ国に限定されている.京都大学霊長類研究所

とマックスブランク進化入校学研究所の共同事業であ

るHOPEプロジェクトが,その第1号に選ばれた.

HOPE事業は,霊長類研究所の観点から言えば,文

部科学省 (当時文部省)の COE拠点形成事業 (竹中修

代表,平成 10-14年度)の基礎の上にたって,後継の21

世紀coEプログラム (平成 14118年度)と迎動して,

先人の努力を後継発展するものと位伍づけられる.こう

した国際的研究拠点の創出は,中和計画 ･中和目標 (平

成 16･21年度)にそって全所的に取り組む課題と認花さ

れている.そのため,叫光の採択通知を受けて,所内に

｢HOPE叩業推進委貝会｣を発足し,｢事業計画の指針｣

を検討立案して,協談委El会に了碑された.

その指針に基づき,r拠点形成促進型｣(平成 16年

度から17年度)を終了した.そして,平成 18年度より

耶業計画を r国際戦略型｣-移行し,プロジェクトが終
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了となる平成 20年度まで国際鵜会の開催に力を入れつ

つ,以下の部菜をおこなった.

I)共同研究事業の実施

共同研究部業 (野外研究を含む)は;｢心｣｢体｣｢社

会｣｢ゲノム｣という4つの視点 ･領域から,人間の本

性の出長柄的起源を探り,先9.'iul的研究領域を開拓するこ

とを節-の目的としている.具体的には,国際的共同研

究の実施打ち合わせならびにその予備調査を行い,共同

研究のために若手研究者を長和に派出および招碑を行

った.また,研究基盤としての海外研究拠点の形成 ･育

成を図り,人材の有効な交流のため,日本人若手研究者

の国際学会での発表や情報交換,ボスドクならびに大学

院生等の若手研究者の海外での研究成先発衣を支援し

てきた.

全視点･全領域にわたり,国外拠点と共同研究を進

める途上国を含めた世界各国の研究印との有効な情報

交換を進め,研究成果に結びつけることを目標にして事

菜を推進してきた.

2)セミナー･国際集会事業の実施

共同研究の成果発表や情報交換のためのセミナー,

レクチャー,ワークショップ,シンポジウム等を企画実

行した.開催地は国内外を問わず,他の部菜 ･企画と連

携して,我が国における研究拠点としての役割を果たす

ことを目的とした.また,こうした国際出会のための海

外法航費用を支援してきた.平成 20年度も治外から各

研究分野における著名な研究者を招き,研究交流を行

った.ひとつは,チンパンジーの行刑とホルモンの関係

を永年研究しているニューメキシコ大学のメリッサ･エ

メリー ･トンプソン氏を招蒋してセミナーを開催した.

メリッサ･エメリー･トンプソン氏は,｢チンパンジーの

繁殖年齢｣と琴して講演し,メスのチンパンジーの行動

に影野を及ぼすホルモンなどについての研究成果を発

表した.また,ドイツのマックスブランク進化人類研究

所からクリケット･ザンツ氏を招和し,｢コンゴ共和国

北部に住むチンパンジーの生憶と行動｣と題して,コン

ゴ共和国での永年にわたる調査研究成果について発表

するセミナーを開催し,参加者と活発な議論を交わした.

3)若手向けプログラムの実施

HOPEは本体事業とは別に,若手向けプログラム開

催事業を運営してきた.これは,国内外から卓越した研

究者を講演者として招き,おもに若手研究者を対象に談

論を進めるという目的で開催する市業である.HOPEプ



ロ.ジェクトの最終年度となる平成 20年度は,国内外よ

り14名の著名な研究者を講師として招き,東京大学駒

場キャンパスにおいて 11月 15-18 日の日程で,HOPE●

国際シンポジウム 2008｢人間の進化の霊長類的起源｣

を開催した.会期中は約300名の参加者があった.国内

外から参加した若手研究者にとっては,最新の霊長類研

究を学ぶ絶好の機会であり,第-線で活躍する研究者と

意見交換するなど有意義な交流の場となった.

4)出版 ･ネットワーク関連事業

すでに盃長類研究所に常置されている HOPE ホー

ムページは国内外の霊長類研究の情報発信的機軸とし

て機能し,多くの利用者に親しまれてきた.当ホームペ

ージでは,HOPEの派遣事業参加者全員の渡航報告と研

究成果を写英人で掲載してきた.また,HOPE事業参加

者の原著論文,書籍,総説などの研究成果も,年度別に

一覧表にして,HOPEのホームページに掲載している.

2HOPEの組織

HOPEの事業を推進するために,研究所内にHOPE事

光推進委員会を設けている.毎月 1回程度,委員会を開

催して,事業の進行具合を検討し,事業の立案の作業を

おこない,提案された事業の審査などをおこなってきた.

各咋度のlJf業委員会の構成は以下のとおりである.

<平成 15年度>

松沢哲郎,茂原信生,竹中修,上原重男,松林晴明,

波浪邦夫

<平成 16年度>

松沢哲郎,茂原信生,竹中修,マイケル ･ハフマン,

流山節

<平成 17年度>

松沢哲郎,茂原信生,林基漁,マイケル ･-フマン,

先山節,橋本千絵,平井啓久,遠藤秀紀

<平成 18年度>

遠藤秀紀,景山節,マイケル ･ハラマン,橋本千絵,

林基治,平井啓久,松井智子,松沢哲郎

<平成 19年度>

遠藤秀紀,景山節,マイケル ･-フマン,橋本千絵,

林基治,平井啓久,松井智子,松沢哲郎

<平成20年度>

橋本千絵,景山節,マイケル ･ハフマン,林基治,

平井啓久,友永雅己,大石高生,松沢哲郎

-91-

なお,研究拠点内協力者は,本研究所の教員すべて

とした.なお,先端研究拠点事業の特色として,中核機

関である霊長類研究所の外部の研究者,｢拠点外協力者｣

との協力連携が要請されている.HOPE事業を推進する

組織を,おおまかな研究対象ごとに4区分して班を構成

した.｢心,身体,社会,ゲノム｣の4班である.それ

ぞれの班にかかわる拠点外協力者を下記の方々に委嘱

してきた.

<r心｣研究班 >

長谷川寿- (東大),藤田和生 (京大･文),入来篤史

(理化学研究所)

<｢身体｣研究班 >

諏訪元 (東大),中務真人 (京大 ･理)

<｢社会｣研究班 >

山極寿- (京大 ･理),山越言 (京大 ･アジア ･アフ

リカ地域研究研究科)

<｢ゲノムJ研究班 >

藤山秋佐夫 (情報学研究所),斉藤成也 (迫伝学研究

所),村山美穂 (京大 ･野生動物研究センター)

提携する海外の中核的研究拠点は以下のとおり.ま

ず ドイツについては,平成 15年度末に日本学術振興会

<小野元之理事長>とマックスブランク協会<ピータ

ー･グルス理事長>のあいだで交わされた協定書をもと

に,京都大学霊長類研究所とマックスブランク進化人頬

学研究所が共同しておこなう事業と位置づけられた.平

成 16年度には,米国のハーバー ド大学人類学部を米国

の中核的研究拠点として日独米の 3か国での提班を始

めた.平成 18年度より新たに提携したイタリアの認知

科学工学研究所とイギリスのケンブリッジ大学とも研

究提携を進めてきた.

それぞれの国の中核機関とその研究協力者は以下

のとおりである.

ドイツ,マックスブランク進化人類学研究所 (平成 15

年度発足)

Max Plank Institute forEvolutionary Anthropology

(MPIEVA)

MichaelTomasello,DepartmentofDevelopmentaland

ComparativePsychology

ChristopheBoesch,DepartmentofPrimatology

SvantePaabo,DepartmentorEvolutionaγGenetics

Jean-JacquesHublin,DepartmentorHumanEvolution

アメリカ,ハーバー ド大学人類学部 (平成 16年度発足)

DeapartmentofAn thropology,HarvardUniversity

RichardWrangham,Primatology



DanielLiebeman,SkeletalBiology

MarcHauser,PrimateCognition

Davidpilbeam,Paleoanthropology

イタリア,駆知科学工学研究所 (平成 18年度発足)

hstittLteforScienceandTechnologyorCognition

lSTC-ConsiglioNazionalcdellcRiccrche(CNR)

ElisabettaVisalberghi

GiovannaSpinozzi
PatriziaPoti

Giacomo Rizzolatti (㌣ama University, Istituto di

FisiologiaUmana)

イギリス,ケンブリッジ大学生物人類学部 (平成 18年

度発足)

DepartmentofBiologicalAnthropology,University of

Cambridge

WilliamMcGrew

NicolaClayton,DepartmentofPsychology,Universityof

Cambridge

NathanEmery,DepartmentofPsychology,Universityof

Cambridge

AlexKacelnik,DepartmentorZoology,Universityor

Oxfbrd

DoraBiro,DepartmentofZoology,UniversityofOxford

AndrewWhiten,St.AndrewsUniversity

RichardByrne,St.AndrewsUniversity

JamesAnderson,StirlingUniversity

3HOPEプロジェクトの概要

人間の心も体も社会も,進化の産物である.｢われ

われはどこから来たのか｣｢人間の本性とは何か｣,そう

した根源的な問いに答えるためには,人間がどのように

進化してきたのかを知る必要がある.生物としての人間

は,脊椎動物の一種であり,輔乳類の一種であり,その

中でも ｢霊長類｣と呼ばれる ｢サルの仲間｣の一種であ

る.では人間は,他のサル類と何が同じでどこが違うの

か.本プロジェクトは,人間と最も近縁な人間以外の霊

長類に焦点をあてて,人間の進化の藍長類的起源

(primateOriginsofHumanEvolution)を探ることを目

的としている.HOPEは,その英文題目のアナグラム(頭

文字を並べ替えたもの)であると同時に,野生保全-の

脚いも込められている.人間を除くすべての霊長類は,

いわゆるワシントン条約で ｢絶滅危快種｣に指定されて

いる.先端的な科学研究を展関すると同時に,｢進化の

隣人｣ともいえるサル柄をシンボルとして,地球環境全

体ないし生物多様性の保全に向けた努力が今こそ必要

だろう.

日本は,先進諸国の中で唯一サルがすむ国である.
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そうした自然･文化の背決を活かし,霊長頬の研究では,

世界に先,駆けてユニークな成果をあげ発信してきた.今

西錦,司 (1902⊥1992)ら京都大学の研究者が野生ニホン

ザルの社会の研究を始めたのは 1948年である.歪良粁

研死所 (略称 KUPRI)が幸島で継続しているサルの研

充は 60年日を迎えつつあり,9世代にわたる ｢サルの

同の歴史｣が紡ぎだされている.さらに 1958年に開始

したアフリカでの野生大型規人猿調査を継承し,国内外

でチンパンジーの研究を発展させてきた.また,日本が

創始した英文学術雑誌 ｢プリマ-テス｣は,2003年か

らは ドイツのシュプリンガ一社から出版されるように

なったが,現存する世界で最も古い丑長旅学の学術誌で

ある.一方,ドイツは,霊長類研死において,ウォルフ

ガング･ケ-ラー (1887-1967)によるチンパンジーの

知性に関する研究をはじめ長い伝統を布している.とく

に,1997年にマックスブランク進化人和学研究所 (略

称MPIEVA)が創設され,和人伯を主たる対免にして人

間の進化的理解をめざす ｢進化入獄学｣的研究が急速に

興隆し,この分野における西洋の研究拠点になっている.

アメリカについては,ハーバー ド大学を始め,盃長概学

の多方面で多数の研究者が活路していることは指摘す

るまでもない.

HOPEプロジェクトは,それぞれの国の中核的研究

拠点とそれに協力する共同研究者が,ヒトを含めた霊長

類を対象に,その心と体と社会と,さらにその基盤にあ

るゲノムについて研究するものである.研究拠点間の国

際的な協力のもと,霊長類に関する多様な研究分野が相

互交流によってさらに活性化し,r人間の進化の歪長類

的起源｣に関する新たな知見の苦杭と研究切域の創造を

めざしている.｢人間はどこから来たのか｣｢人間とは何

か｣という究極的な問いに対する答えを探す学際的な共

同作業だともいえる.そうした基礎的な研究こそが,｢人
間はどこ-行くのか｣という,現代社会が抱える諸問題

に対する生物学的な指針を与えることになるだろう.

そのために,生息地での野生丑長規の野外研究を含

めた共同研究の実施,若手研究者の交流と育成,国際ワ

ークショップ･シンポジウム等の開催をおこなう.また二

インターネット･サイ トならびにデータベースの充実や,

出版活動 (とくに英文杏籍による研究成果の出版シリー

ズの発足)を通じて,その研究成果の普及 ･啓発に努め

る.以上がHOPEプロジェクトのめざす事業である.

HOPEの財務であるが,およそ 2500万円規模の事

業が例年実施可能となっている.事業の主旨により,外

国渡航旅費がほとんどすべてを占める.例年約 70件の

支援事業を実施している.HOPEプロジェクトは平成 16

年2月に発足,同年3月に京都で実施した国際典会によ



り,日独米のコーチェアが一堂に会して,京都大学霊長

頬研究所 (KUPRI)とマックスブランク進化人類学研究

所 (MPIEVA)とハーバー ド大学人類学部 (HUDA)と

のあいだの共同事業の基礎固めをおこない,交流を本格

的に開始した.

過幸の実施事業を総括してみると,ドイツのマック

スブランク進化人類学研究所のマイケル･トマセロ所長

をはじめとする認知発達科学の研究グルTプと共同し

て,人間の認知機能の発達とその進化的基盤に関する研

究をおこなった.ドイツ側がおもに社会的知性の側面を

担当し,日本側はおもに道具的知性の側面を担当した.

また,マックスブランク進化人類学研究所の比較ゲノム

研究部門と共同研究をおこなった.さらに,言語や認知

ともからむ形態･化石資料についての情報交換をおこな

った.アメリカの拠点であるハーバー ド大学人類学部を

加えた3者で,おもに大型類人猿の野外調査をおこなっ

た.チンパンジーについて,アフリカの東部 ･中央部 ･

西部の生息域に焦点を絞って研究を重ねた.また,日本

側からとりわけ強く推進した研究交流として,ザイール

での野生ボノボの野外研究と,ボルネオの野生オランウ

ータンの野外研究がある.これらの種と地域に関しては

深く研究を推進し,その生態と社会についての新たな知

見を加えた.

HOPEプロジェクトの参加希望者は年々増加し,平

成 20年度は,海外派遣,シンポジウム-の招鴨を併せ

て約 70件の渡航事業を支援することができた.派遣国

は 25カ国以上に及び,研究者交流と現地調査を精力的

に進めることができた.多国間交流を包含した野外現地

訂.TJ証や現地での標本資料の検討が効果的に推進されて

きた.欧米諸国のみならず,タイ,ベ トナム,マレーシ

ア,カンボジア,ラオスなど,これまで調査の遅れてい

た国々-も調査渡航が行われ,現地において海外先進国

との綿密な交流が進められた.また,多くの渡航プラン

が若手研究者を海外の集会や調査地に派遣することを

目的としてきたため,実際の人的交流やフィール ドワー

クを通じての若手研究者養成に関して,最大の成果を上

げることができた.一例を挙げると平成 20年 8月にエ

ジンバラで開催された第22回国際霊長頬学会 (Ips)に

おいて,研究発表を行う若手研究者らの渡航を支援した.

この会議は世界各地からの多数の霊長類研究者が集ま

る大規模な学会であり,参加した若手研究者たちにとっ

て,世界中の関連研究者との交流を深める好機となった.

若手は未来の研究活動に実際に貢献する人材であり,そ

の国際的養成を本計画のもっとも重要な研究教育プラ

ンとして位置づけたことが,機能したと評価できる.

さらに,国際学術情報の収集,sAGAシンポジウム,

国際ヒトゲノム会議,霊長類研究所国際セミナーや会合

を通じ,多領域の研究者と学術研究および教育に関する･

情報の交換を達成することができた.平成 20年度の若

手研究者対象プログラムでは,世界第-線で活躍する並

長類研究者を国内外から招き,最新の研究成果を発袈す

る機会とした.一例を挙げると,ドイツのマックスブラ

ンク進化人類学研究所の研究員クリケット･ザンツ氏は,

コンゴ共和国北部の森林の野生チンパンジーが道具用

いる行動を継続的に調査研究した成果について講演.ま

た,アメリカのGreatApeTmstoHowaで研究員をして

いるロバー ト･一シューメーカー氏は,GreatApeTrustof

Iowaで飼育,Lているオラクータンの行動に関する長年

の研究と,その研究結果に基づいて導き出した動物福祉

についての見解を発表した.カナダのヨーク大学のア

ン･ルッソン教授は,ボルネオ ･スマトラ島において捕

獲されたオラクータンを森-帰すためのリハビリテー

ションを行い,その活動の成果と課題について講演した.

会期中は連日,多数の大学院生や若手研究者が参加し,

･活発な討論や意見交換が進められた.若手研究者にとっ

てこれらの演題を議論できたことは,非常に意義深かっ

たといえる.

以上のように,人的交流を発展させながら,テーマ

を学際的に研究するというシステムが有効であること

をHOPE事業は証明することができた.そのため,HOPE

のような研究組織間の人的交流を中心として研究遂行

が,今後の学術施策の中で重要なものとされることは間

違いない.大型機器や施設の導入のみならず,人と人が

会い,次世代を育てつつ研究する仕組みづくりの炎型的

な事例といえるだろう.

4平成 20年度の各事業とその概要

平成20年度の各事業内容を以下に列挙する.なお,

各事業の詳細については,HOPE事業のインターネッ

ト･サイ ト上で,和文 ･英文の双方で報告しているので

参照されたい.http://www.pri.kyoto-u.ac.jpnlOPe/

2008年度参加者一覧

事業番号 1,派遣 (若手交流)

ZhangPeng(京大盃長類研 ･大学院生DC)

Attending231hlntemationalPrimatologySocietyCongress.

イギリス

2008年 7月29日～8月 12日
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事業番号 2,派遣 (共同研究)

中務ff人 (京大理学研究科 ･准教授)

樹上性有袋煩と類人猿の骨格に見られる収欽iLE化

オーストラリア

2009年 3月 16日～3月 25日

群菜番号3,派遣 (若手交流)

松田-希 (北梅道大学 ･院生DC)

キナバタンガン川下流域のテングザルの社会 ･生憤

学研究

マレーシア

2008年 9月 16日～10月 15日

2008年 11月 24日～12月 8日

2009年 2月 24日～3月 10日

事業番号4,派遣 (共同研究)

坂巻哲也 (明治学院大学 ･助教)

チンパンジーの行動の多様性研究のためのウガンダ

共和国,カリンズ森林でのチンパンジー調査

ウガンダ

2009年 1月 25日～3月 12日

事業番号 5,派遣 (共同研究)

佐藤至 (神奈川県警察 ･法医科長)

非核 DNAを利用したサル被毛からの種族特定

イタリア ･クロアチア

2008年 9月 30日～10月 11日

事業番号 6,派遣 (若手交流)

森本陽 (京大文学研究科 ･院生DC)

国際霊長類学会 (InternationalPrimatologicalSociety

xXHCongress)-の参加発表

イギリス

2008年 8月 2日～8月 13日

事業番号 7,派遣 ､(共同研究)

半谷吾郎 (京大霊長類研 ･准教授)

ダナムバレー森林保護区の霊長類の群集生態学

マレーシア

2008年 5月 5日～5月 11日

2008年 6月

2008年 7月

2008年 9月

2008年 10月

2008年 11月

2008年 12月

14日～6月 22日

16日'-7月23P

18日～9月 25日

9日～10月 17日

16日～11月 21日

17日～12月26日

事某番号 S,派遣 (共同研究)

純水礎子 (岡山理科大学 ･教授)

節23回国際霊長類学会参加 ･発表および共同研究
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打ち合わせ

イギリス

2008年 8月 2日～8月 10日

亦琴番号 9,派遣 (若手交流)

Jaman,MohammadFirqj(京大霊長類研 ･大学院生DC)

ASoci0-EcologicalstudyonRhesusMacaque(Macaca

mulatta):ComparisonorBehaviomlActivity across

DiLTerent Environmental Conditions and Food

AvailabiHty

バングラディシュ

2008年 5月.8日～6月 29日

2008'年 12月 3日～2009年 1月 24日

事業番号 10,派遣 (共同研究)

福地亮 (岡山大学 ･博士研究員)

タイ北部に分布する新第三系陸生屑から産出する脊

椎動物化石の化石成因論

タイ

2008年 7月 10日～8月4日

事業番号 11,派遣 (共同研究)

Hufrman Michael A (京大霊長類研 ･枇教授)

ExtensivedistributionsurveyofSriLankanprlmateSand

fieldobservationofmacaquespeciesinNorthemIndia

スリランカ,インド

2009年2月 17日～3月 23日

事業番号 12,派遣 (共同研究)

田代靖子 (林原生物化学研究所 ･研究fl)

飼育ボノボにおける社会的行動の発達に関する研究

コンゴ共和国

2009年 2月 18日～3月 12日

事業番号 13,派遣 (若手交流)

小薮大輔 (東京大学 ･大学院生DC)

コロブス亜科霊長類における顔面所蕊の形憶的多様

性進化の解明

シンガポール

2008年 9月21日～10月 17日

アメリカ

2009年 3月 1日～3月 15日

事業番号 14,派遣 (共同研究)

Leca,Jean･Baptiste(京大霊長類研 ･外国人特別研究

員)

Firststudyorstonehandlingbehaviorin longtailed

macaques:Tわward across-speciescomparison ora

macaquetradition

インドネシア

2008年 8月 14日～8月 29日



事業番号 15,派遣 (若手交流)

Nahallage,ChamalieAnuradhieDona(京大霊長類研 ･

院生DC)

ComparisonorstonehandlingbehaviorinfわurMacaca

fascicularistroopsatthePadangtegalMonkeyforestin

UbudBali,Indonesia

インドネシア

2008年 8月 14日～8月 29日

事業番号 16,派遣 (若手交流)

金森朝子 (東京工業大学 ･院生DC)

野生オランウータンのオスの社会行動に関する研究

マレーシア

2008年 6月 15日～6月 20日

2008年 8月 7日～8月 25日

事菜番号 17,派遣 (共同研究)

近藤恵 (お茶の水女子大学 ･助教)

束アジアのホモ ･エレクトスに関する年代学的研究

ドイツ

2008年 9月23日～10月3日

都共番号 18.派遣 (共同研究)

中川良平 (愛知教育大学 ･研究生)

如アジアのマカク属の起源と生息環境に関する研究

一節4紀の噴乳類化石群集からの推察-

中国

2008年 6月 6日～6月 19日

2008年 11月 13日～11月25日

番茶番号 19,派遣 (共同研究)

団松蛙 (京大霊長類研 ･助教)

束アフリカ中新世類人猿化石に関する形態学的研究

イギリス

2009年 1月 10日～1月25日

事業番号21,派遣 (共同研究)

宮地韮弘 (京大盃長研 ･准教授)

北米神経科学会出席および情報収集

アメリカ

2008年 11月 14日～11月21日

事業番号22,派遣 (共同研究)

河村善也 (愛知教育大学 ･教授)

共伴化石にもとづく東アジアの第四紀霊長類と人類

の生息環境の復元

中国

2008年 6月 6日～6月 19日

2009年 2月28日～3月 11日
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台湾

2008年 10月 30日～11月 8日

事業番号 23,派遣 (共同研究)_

久世濃子 (京大理学研究科 ･研究員)

原生林に生息する野生ボルネオ ･オランウータンの

生態と社会に関する調査

マレーシア

2008年 6月 3日～6月 27日

2008年 12月 16日～12月24日

2009年2月3日～3月 13日

事業番号24,派遣 (共同研究)

井上雅仁 (京大霊長類研 ･教務補佐員)

北米神経科学会出席と研究情報収集

アメリカ

2007年 11月 14日～11月22日

事業番号25,派遣 (共同研究)

木村大治(京大アジア ･アフリカ地域研究研究科 ･准

教授)

コンゴ共和国赤道州ワンバ地区における住民の森林

利用に関する研究

コンゴ共和国 `

2008年 8月20日～9月25日

事業番26,派遣 (若手交流)

MacIntosh,An drewJamesJonathan(京大歪長柄研 ･院

生DC)

アメリカ霊長類学会大会参加発表

アメリカ

2008年 6月 16日～6月24日

事業番号27,派遣 (若手交流)

鴻池菜保 (京大霊長類研 ･院生DC)

北米神経科学会出席および研究成果発表

アメリカ

2008年 11月 14日～11月21日

事業番号28,派遣 (共同研究)

三上章允 (京大霊長類研 ･教授)

国際霊長類学会出席ならびに研究情報収狼

イギリス

2008年 8月2日～8月 6日

事業番号29,派遣 (共同研究)

黒田末書･(滋賀県立大学 ･教授)

コンゴ共和国ワンバ地区に生息するボノボの社会集

団構造の研究および保護の推進

コンゴ共和国



2008年 8月 20日～9月 25日

市井番号30,派遼 (若手交流)

村山美穂 (京大野生動物研究センター ･教授)

国際盃長籾学会出席,及びMaxPlancklnstituteにおけ

る研究打合せ

イギリス,ドイツ,イタリア

2008年 8月2日～8月 13日

事業番号31,派近 (共同研究)

宮部氏子 (京大正長析研 ･助教)

グラスゴー大学,エジンバラ大学獣医学部視察,研究

連絡および国際霊長類学会参加

イギリス

2008年8月2日～8月 16日

事業番号32,派遣 (共同研究)

高井正成 (京大霊長類研 ･教授)

シベリア南部のウドゥンガ地域から見つかっている

鮮新世のコロブス類化石の解析

ロシア

2008年 5月 16日～5月25日

事業番号 34,派遣 (若手交流)

酒井朋子 (京大霊長類研 ･院生DC)

国際霊長類学会出席ならびに研究情報収典

イギリス

2008年 8月2日～8月 10日

事業番号35,派遣 (共同研究)

仲谷英夫 (鹿児島大学 ･教授)

有蹄琉臼歯のMesowear解析による鮮新世霊長類の古

環境解析

ロシア

2008年 11月 17日～11月26日

ドイツ,フィンランド

2009年 2月 17日～2月24日

事業番号36,派遣 (共同研究)

清水大輔 (日本モンキーセンター ･リサーチフェロ

ー)

IPSポストコングレスシンポジウム-の参加

イギリス

2008年 8月4日～8月 15日

市井番号37.派迫 (共同研究)

松原幹 (京大盃長和研 ･教務補佐員)

国際盃長籾学会出席と研究情報収集

イギリス

2008年 8月2日～8月 30日
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事其番号3S,派遣 (共同研究)

伊藤麻皿子 (名古屋大学 ･技術職員)

節22回国際丑長琉学会に出席ならびに研究発表

イギリス

2007年 8月 3日～8月 10日

市井番号 39.派遣 (若手交流)

大石元治 (麻布大学 ･院生DC)

析人純の上肢における比較形態学的検討

アメリカ

2008年 9月 16日～9月 30日

事業番号 40,派遣 (共同研究)

下岡ゆき子 (帝京科学大学 ･言削巾)

第22回国際霊長類学会-の出席と惜印収塊

イギリス

2008年 8月 3日～8月 10日

事業番 41,派遣 (共同研究)

井上英治 (京大理学部 ･教務補佐員)

国際霊長頬学会参加 ･発衷 および野生詔長頬の迫伝

学的研究に関する情事艮交換

ドイツ,イギリス,イタリア

2008年 8月2日～8月 13日

事業番号 42,派遣 (共同研究)

川本芳 (京大歪長,訴研 ･Ii色教授)

バングラデシュのアカゲザルの弧団迫伝学的研究

バングラディシュ,ブータン

2008年 8月2日～8月 30日

事業番号 43,派遣 (共同研究)

郷康広 (京大理学研究科 ･グローバルCOE助教)

国際分子生物進化学会 (societyfわrMolecularBiology

andEvolution)出席および研究発表

スペイン

2008年6月 5日～6月 11日

事業番号 44,派遣 (若手交流)

酒井捗 (京大文学研究科 ･院生DC)

絵両的奥行き知覚に関する生態学的要因の検討-ヒ

トと新世界ザルにおけるキャストシャドー知覚-

アメリカ

2008年5月 8日～5月 16日

事業番号 45,派遣 (若手交流)

相馬貴代(京大アジア ･アフリカ地域研究研究科 ･院

生DC)

国際霊長類学会第22回学術大会エディンバラ大会

参加発表



イギリス

2008年 8月3日～8月 11日

事業番号46.派遣 (共同研究)

鈴木樹理 (京大霊長類研 ･准教授)

動物福祉に基づく飼育下霊長類のマネージメント

および研究支援に関する調査

アメリカ

2009年 2月 1日～2月 15日

事業番号47,派遣 (共同利用)

西村剛 (京大霊長類研 ･准教授)

頭蓋内部の形態学的特徴を用いたユーラシア産コロ

ブス化石の系統分布に関する研究

中国

2009年3月 17日～3月 21日

事業番号48,派遣 (共同研究)

脇田其酒 (京大霊長類研 ･助教)

野生チンパンジーのメスの発情による行動変化につ/
いて

スイス

2008年 7月 12日～7月 18日 〔

事業番号49,派遣 (共同研究)

加IiE谷美幸 (京大理学研究科 ･教務補佐員)

耶 22回国際霊長類学会大会-の参加およびフランス

国立自然史博物館での研究打合せ

フランス,イギリス,スペイン

2008年 7月24日～8月 13日

事業番号50,派遣 (共同研究)

松本晶子 (沖縄大学 ･准教授)

野生サバンナヒヒの群間関係

タンザニア共和国

2007年 8月 19日～9月7日

事業番号51,派遣 (共同研究)

小川秀司 (中京大学 ･准教授)

イ ン ドにおけるア ッサム ･モ ンキー (Macaca

assamensL'S)の行動観察と生息地状況の視察

インド

2009年 2月 18日～3月9日

事業番号52,･派遣 (共同研究)

演田穣 (京大霊長類研 ･教授)

インドシナ半島南部における霊長類の分布と生物学

的特徴

タイ,ラオス,カンボジア,ベ トナム

2008年 9月 4日～10月 7日
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事業番号 53,派遣 (共同研究)

大薮由美子 (京大理学研究科 ･研究員)

古病理学的分析による過去の人類社会における争い

の復元

中国

2008年 7月 8日～8月3日

事業番号 54,派遣 (若手交流)

鈴木真理子 (京大霊長類研 ･院生DC)

国際集会参加 第 23回国際霊長類学会-の参加およ

びポスター発表 -

イギリス

2008年 8月2日～8月 11日

事業番号 55,派遣 (共同研究)

橋本千絵 (京大霊長類研 ･助教)

野生チンパンジーの遊動パターンにおける性差およ

び発情の有無による違いについて

イギリス

2008年 8月2日～8月 12日

事業番号 56,派遣 (共同研究)

船越美穂 (所属なし)

国際霊長類学会2008年大会 (lps)参加

イギリス

2008年 7月 31日～8月9日

事業番号 57,派遣 (若手交流)

石川直樹 (京大霊長短研 ･大学院生DC)

北米神経科学会出席および研究連絡

アメリカ

2008年 11月 14日～11月22日

事業番号 58,派遣 (共同研究)

古市剛史 (京大霊長類研 ･教授)

コンゴ共和国ルオー保護区におけるボノボの研究と

保護の推進

イギリス,コンゴ共和国,ウガンダ

2008年 8月 2日～9月 26日

事業番号 59,派遣 (若手交流)

山崎彩夏 (東京農工大学 ･院生DC)

野生オランウータンの社会的近接場面における行動

とストレスに関する予備的調査

マレーシア

2009年2月23日～3月27日

事業番号 60,派遣 (若手交流)

山本真也 (京大霊長類研 ･院生DC)

国際霊長類学会参加 ･発表とヨーロッパ研究機関 ･



動物園の訪問 ･托料収炎

イギリス

2008年 7月31日～8月 14日

耶菜番号 61,派迫 (共同研究)

追伸秀紀 (束)訳大学 ･教授)

ボゴールにおけるツパイ析 ･マメジカ糊標本i7料

調査およびアジア野生動物医学会-の参加

インドネシア

2008年 8月 17日～8月21日

事業番号62,招蒋

RobertShumaker(GreatApeTmstoflowa･研究員)

HOPE国際シンポジウム2008にて講演

アメリカ

2008年 11月 13日～11月22日

事菜番号 63,招蒋

MichaelSeres(SanctuaryforExoticAnimals･チンパン

ジーマネージメントコンサルタント)

HOPE国際シンポジウム2008にて講演

アメリカ

2008年 11月 13日～11月25日

事業番号 64,招碑

AnneRusson(GlendonCollegeorYわrkUniversity･教

授)

HOPE国際シンポジウム2008にて講演

カナダ

2008年 11月 13日～11月 19日

事菜番号65,招蒋

SriSutjiUtami-Atmoko(UniversitasNationalinJakarta

･講師)

HOPE国際シンポジウム2008にて講演

インドネシア

2008年 11月 13日～11月23日

事業番号 66,招蒋

MetissaEmeryTllOmPSOn (UniversityofNewMexico･

准教授)

HOPE国際シンポジウム2008にて言梓演

アメリカ

2008年 11月 13日～11月22日

群菜番号 67,招蒋

CricketteSanz(MaxPlankInstituteforEvolutionary

Anlhropology･研究員)

HOPE国際シンポジウム2008にて講演

ドイツ

-98-

2008年 11月 13日～11月23日

事菜番号68,招恥

NicholasMundy(UniversityorCambridge･研究員)

HOPE国際シンポジウム2008にて講演

イギリス

2008年 11月 13日～11月21日

市井番号69,招碑

VincentJanik(Universityor St.̂ndrews･教授)

HOPE国際シンポジウム2008にて弼tilq'

イギリス

2008年 11月 13日～11月20日

事業番号70,招碑

EkwogeAbwe(LimbebotanicalGardens･研究員)

HOPE国際シンポジウム2008に参加

カメルーン

2008年 11月 11日～11月28日


